
令和７年度議会費予算要求の概要

令和７年度要求額 645,644千円
（R6当初比 ＋6,259千円）

総 合 計 （ 歳 出 ）

【歳出】
１ 議会運営費

40,319千円（R6当初比 ＋2,020千円）
○増額・減額となる主な経費

・都道府県庁所在都市議長会定期総会開催経費の増

3,300千円

・大津市議会広報広聴ビジョン・アクションプランに基づ

く事業に係る経費の増 317千円

・会議室の椅子の更新経費の増 252千円

・広報効果測定・分析業務委託経費の減 ▲2,257千円

２ 議員報酬手当等
422,914千円（R6当初比 ＋3,877千円）

○増額となる経費

・議員期末手当に係る掛け率の増 3,877千円

３ 政務活動費
31,920千円（R6当初比 ± 0千円）

４ 議会機能、設備機器充実事業費

11,679千円（R6当初比 ▲4,260千円）

○増額・減額となる経費

・インターネット接続使用料の減、ペーパーレス会議シ

ステム、グループウェア更新初期費用等の減▲3,740千円

・議場映像音響設備機器リースに係る経費の増 2,707千円

要求方針

５ 議会図書室充実整備事業費

298千円（R6当初比 ±0円）

・議会図書室図書購入費 298千円

６ 常勤職員給与費

135,287千円（R6当初比 ＋4,575千円）
○増額となる主な経費

・職員の人事異動に伴う職員手当等の増

７ 会計年度任用職員雇用経費

3,227千円（R6当初比 ＋47千円）

【歳入】

タブレット端末通信料議員負担金

0千円（R6当初比 ▲1,317千円）

本市議会では、これまで様々な議会改革に取り組み、成果をあげてきたところであるが、令和7年度においても取組を継続するとともに、円滑で安定した議会運営に努め、市民に開かれた議会、市民の信頼
に応えられる議会を目指していく。 このため、次の事項に重点を置いた予算を編成する。
(1) 安定した議会運営のために欠かすことのできない本会議場等の設備機器の機能維持に必要な経費を計上する。
(２) 「大津市議会広報広聴ビジョン・アクションプラン」に基づく事業の実施に必要となる経費を計上する。
(３) 都道府県庁所在都市議長会定期総会が本市開催となるため、所要経費を計上する。


